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　丹波市議会では、若者が市政への
関心や参加意欲を高め、市議会に声
を届けるきっかけになればと、平成
30 年から毎年、高校生と福知山公立
大生を交えて「ミライプロジェクト」
を行っています。

　今年度は初めて、市内３校の高校
生が集い、また１回だけではなく継
続して議論を続け、最終的に本会議
場での発表につなげるという大きな
プロジェクトとして実施しています。

　７月 27 日に行ったキックオフイベ
ントの様子をお届けします。

　
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
柏
原
高
校
、
氷
上
高
校
、

氷
上
西
高
校
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
集
ま
っ
て
く
れ
た
高
校
生
34

名
と
福
知
山
公
立
大
学
の
学
生
26
名
に
市
議
会
議
員
が
加

わ
り
、
お
よ
そ
８
名
ず
つ
10
班
に
分
か
れ
て
、「
若
者
の
政

治
へ
の
関
心
を
高
め
る
」「
社
会
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
」

い
ず
れ
か
の
テ
ー
マ
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
で
は
、
福
知
山
公
立
大
生
に
よ
る
進
行
の

も
と
、
あ
ら
か
じ
め
市
議
会
か
ら
配
布
し
た
分
厚
い
参
考

資
料
を
手
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
飛
び
交
い
、
終
始

に
ぎ
や
か
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

最
後
に
福
知
山
公
立
大
学
の
杉
岡
秀
紀
准
教
授
、
木

村
昭
興
教
授
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
表
内

容
は
、
次
回
の
議
会
だ
よ
り
「
た
ん
ば
り
ん
ぐ
」
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

求む！

若いアイデア

全 体 の 流 れ

キックオフミーティング
若者たちがいずれかのテーマに
添って意見交換。アイデアを出
し合います。

発表への準備
インターネットツールを利用して
高校生、大学生、議員が発表に
向けて相談します。

本会議場で発表
10 月 1 日、本会議場にてそれぞ
れのテーマに関し、若者たちが
作成した提案を発表します。

① 若者の政治への関心を高める

② 社会 （地域 ・ 市政 ・ 議会） に
　  おける女性の活躍

若
者
の
声
を
議
会
に

若
者
の
声
を
議
会
に 

①①
市
内
３
高
校
生
×
福
知
山
公
立
大
学
生
×
議
員

T
テ ー マ

HEME

夢を語ろう　未来へつなごう　丹波市議会 

ミミライプライプロロジジェクトェクト2023

若者と考える

　　　みんなで考える

　　　　　　　丹波の未来
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こどもの意見も聴いて条例づくり

　

令
和
５
年
８
月
１
日
、
小
学
１
年
生
か
ら
大
学

４
年
生
ま
で
計
７
名
の
こ
ど
も
と
、
こ
ど
も
ま
ん

な
か
会
議
サ
ポ
ー
タ
ー
の
市
民
６
人
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、「
第
２
回
こ
ど
も
ま
ん
な
か
会
議
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
こ
ど
も
の
権
利
に
関
し

て
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
に
対
す
る
訴
え
を
標
語
に

表
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
こ
ど
も
の
意

見
を
聴
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、「
こ
ど
も
の
こ
と
を
大
人
が
勝
手
に

決
め
な
い
で
」「
大
人
と
こ
ど
も
の
話
し
合
い
の
場

を
作
っ
て
！
」「
対
等
に
接
し
て
」
な
ど
、
大
人
の

考
え
を
押
し
付
け
ず
、
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
要

望
、
つ
ま
り
「
参
加
す
る
権
利
」
に
相
当
す
る
内

容
が
24
件
中
９
件
と
最
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
「
成
功
す
る
ま
で
失
敗
さ
せ
て
」「
が
ん

ば
れ
！
と
言
う
な
ら
ち
ゃ
ん
と
ほ
め
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
「
育
つ
権
利
」
に
該
当
す
る
意
見
が
５
件
、

さ
ら
に
「
居
場
所
を
作
る
！
」「
過
ご
し
や
す
い
学

校
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
居
場
所
に
関
す
る
標
語

が
４
件
で
し
た
。

　
標
語
に
表
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
奏
功
し
た
の

か
、
こ
ど
も
た
ち
か
ら
多
く
の
意
見
を
引
き
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
条
例
づ
く
り
に
お

い
て
、
大
い
に
参
考
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
の
声
を
議
会
に

若
者
の
声
を
議
会
に 

②②
こ
ど
も
た
ち
×
議
員

　こどもの権利に関する理念条例調査研究特別委員会では、
条例づくりに活かすため、こどもにも意見を聴きました。

生きる

権利

育つ権利

守られる

権利

参加する

権利

４つのこどもの権利こ
ど
も
の
こ
と
を

　
大
人
が
勝
手
に
決
め
な
い
で

大
人
と
こ
ど
も
の

　
話
し
合
い
の
場
を
作
っ
て
！

対
等
に
接
し
て

成
功
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る
ま
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が
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れ
！
と
言
う
な
ら

　
ち
ゃ
ん
と
ほ
め
て
ほ
し
い

過
ご
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居
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所
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！

こどもたちが考えた標語
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 中間報告書をまとめました

　こどもの権利に関する理念条例調査研究特別委員会では、条例化してから形骸化せず施策が推進
されるよう、先進事例等の調査研究をしてきました。その結果、２点について方針を定めました。

　　条例は理念条例に留めず、
　　施策を含めた総合条例と
　　すべきである。
　議員発議で「子どもの権利に関する条
例」を制定した埼玉県北本市議会を令和
５年７月に視察した。北本市議会では、
令和３年６月に「子どもの権利に関する
特別委員会」が設置され、令和４年３月
の議会で条例を提案・可決されている。

　市当局とは議会事務局が調整に入るこ
とにより良好な関係で進められたが、北
本市子どもの権利に関する条例にある「き
たもと子ども会議」に関しては未実施で、
施策の具体化について歩調が整っていな
い印象を受けた。

　一方で、令和５年５月に視察した尼崎
市においては、若者による「ユースカウ
ンシル事業」など、こどもの「参加する
権利」を尊重し、こどもの主体性を引き
出すような行政の主体性、能動性が認め
られた。

　これらから考慮するに、条例の制定に
あたって、市当局側が主体的に議論し、
提案することの重要性を共通認識として
持つに至った。

　当委員会としては、当委員会が定める
理念が実効的に市民に浸透し、こどもの
権利が守られる社会を実現するため、市
当局に対して、理念を具現化する施策の
検討を進め、その記述を合わせた総合条
例の提案を求める。

　　総合条例に盛り込むべき施策
　　の提言を行う。
　一方で、当委員会としては、施策とし
て求められる内容について調査研究を進
め、市当局に政策提言することを目指す。
本調査報告時点で仮説的に重要な施策で
あると議論を進めているのは以下の３施
策である。

  こどもの権利を肌で感じることが
  できる「場」を作ること

　こどもの権利とは抽象的な理念である。
これを市民が理解し、地域社会に馴染む
文化として定着させるためには、抽象的
概念を具体的な形で経験できる場が必要
と考える。

２   こどもが意見を表明できる制度や仕
  組みを作ること

　こどもの参加する権利である「意見表
明権」を尊重するためには、こどもの発
言力の弱さに視点をおき、それをサポー
トして発言しやすい環境を市がつくり、
行政と繋がる制度や仕組みが必要である。

３   人権を侵害されたときに救済される
  第三者機関を設置すること

　多くの先進地にはこどもの権利擁護委
員会が設置されている。市役所や教育委
員会、学校等から独立した位置づけとなっ
ていることが特徴的で、市当局に対する
提言はもちろん、勧告も可能となってお
り、強い権限を持っている。

　この中間報告を経て、 今後、 当委員会では条例の理念

部分を議論し、12 月議会で市当局へ提案する予定です。

　中間報告の内容についてご意見等を議会事務局まで

お寄せください。

市民の皆さん、ぜひご意見ください。

１ ２

ご意見はこちら

回答期限：11 月 10 日 ( 金 )

１
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日頃、暮らしの中で

気になっていることを

話してみませんか？
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井
戸端スタイル

意見交換会

市民との
意見交換会５名以上で

お集まりいただければ、
議員がお伺いします。

議員が伺います！あなたのもとへ / /

　 対 象 者

　 市内居住者または在勤在学の方、ふるさと住民登録をされている方。

　 団体の場合は市内に本拠地がある団体。

　 申込み方法

　 各支所・住民センターに設置している参加申込書に①～⑧の必要事項をご記入のうえ、

　 丹波市議会事務局へご提出ください。

　 （郵送・ＦＡＸ・メール・事務局窓口へ持参のいずれかでお申込みください）

　 ① 代表者名

　 ② 代表者住所・電話番号・メールアドレス

　 ③ 団体名称（あれば）

　 ④ 意見交換したい主な関心分野（テーマ）

　 ⑤ 開催希望日時（90分以内。３月・６月・９月・12月の定例会以外の日程をご希望ください。）

　　　※ 第２希望まで記載してください。

　 ⑥ 開催希望場所
　　　市内の公共施設等とします。会場費が発生する場合は申込者の負担となります。

　 ⑦ 出席予定人数（５名以上）

　 ⑧ 議会関係者の傍聴の可否

　 申込期限

　 【１～２月開催希望の場合】 11 月末日　　【４～５月開催希望の場合】 ２月末日

　 注意事項
　 ・意見交換会の進行は原則、申込者でお願いします。希望があれば議員が対応します。

　 ・市政全般について意見交換し、政策立案に繋げることを目的としています。

　  要望活動のみを目的とするもの、営利活動や宗教活動に類したもの等は受け付けません。

　 ・出席する議員の指名はできませんのでご了承ください。

　 ・広報活動、記録のために録音、撮影をさせていただきます。

　 ・報道機関の取材がある場合がございますので、あらかじめご了承ください。

お問い合わせ

丹波市議会事務局

☎ 07 9 5 - 8 2 - 1 4 7 2

FAX 0 7 9 5 - 8 2 - 1 5 2 3

メール gikai@city.tamba.lg.jp

出張版

　８月４日、 氷上住民センターにおいて市

民グループ 「TU-NAGU」 様と障がい

福祉における現状と課題について意見交

換を行いました。 意見は民生産建常任委

員会で参考にさせていただきます。

初めての井戸端スタイルを開催

令和５年５月開催の「市民との意見交換会」では、多くのご意見をいただきました。
議会では皆さんからのご意見を整理し市長へ提出しました。
下記の意見には回答を求め、市長から回答がありました。

全文はこちら →

 旧柏原支所や「日赤」跡地の利活用は、
 市独自プランでリードしないのか。

回答：市有地については、県と整合性の
とれたまちづくりをするため、県プロ
ジェクトの動向を注視し、その結論を踏
まえて、活用を考えていく方針です。

 旧柏原支所は「 行政財産 」カイ

　　　セツ
に戻して

 管理するのがよいのではないか。

回答：施設の維持管理を目的として行政
財産に戻すことは考えておりません。地
元から提案いただいた「丹波市役所旧柏
原支所活用方法についての提案書」を最
大限尊重し、県プロジェクトとの整合を
とりたいと考えています。

旧柏原支所、 日赤跡地の
利活用について

 民生委員・児童委員や自治会長が活動
 する上で必要な個人情報を得やすくし

　てほしい。

回答：個人情報の提供については、住民
基本台帳の閲覧という形で対応していま
す。今後、国で統一的な取り扱いや見解
等が示された際には、その内容に応じて
対応してまいります。

個人情報の取り扱いについて

 大災害を想定して、消防団任せではな
 く地域で初動行動がとれる体制準備を

　していただきたい。

回答：防災リーダーの育成と自治会、地
区単位での防災研修、訓練を継続的に取
り組み、自主防災組織を中心とした初動
体制が確立できるよう支援しています。

 消防団・自治会・民生委員など横の連携
 や体制づくりに取り組む主体はどこか。

回答：災害に強いまちには平素からの見
守り、支えあい、地域コミュニティの充
実が大切と考えます。そのため、特定の
主体、部署だけが取り組むのではなく、
それぞれの役割を果たすことが重要であ
り、丹波市地域防災計画を踏まえながら、
市全体として取り組んでまいります。

防災における体制づくりについて

 消防地区主任集約化により、消火活動
 において迅速な対応ができないのでは

　ないか。

回答：今後も消防団員の出動命令の方法
に変化はなく、迅速に消火活動を行いま
す。地区主任集約後も、これまでどおり
業務を担当する職員が火災現場に必ず
赴き、消防団の支援を行うとともに関係
機関との調整にあたります。

消防地区主任
カイ

　　　セツ の集約化について

「市民との意見交換会」で出た意見に対する

市からの回答が届きました

消防地区主任：市内６地域にある消防団支団に関する業務を行う、各支所の担当職員の呼称。
　　　　　　　令和６年４月に業務の集約が予定されている。

行政財産：行政目的（行政サービス）のために使われている財産のこと。市役所の建物や学校など。

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

１

２

３

４

２

１

１１

２

１
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令和４年度は 20 事業に使われ
ている。少額の事業も含まれて

おり、広く使われすぎではないか。

設置目的どおりに運用し効果が
出ている事業もあります。少額

（100 万円以下）の基金運用は既に令
和５年度から整理しています。

答

問 設置目的にある事業を絞って明
確にし、活用範囲を絞るべきで

はないか。

具体的事業を明確にした上で利
活用が十分できる基金です。積

み上げることを目的とするものではあ
りません。事業を絞るより目的に沿っ
た事業をしっかりやっていくことが大
切と考えています。

答

問
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い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
研
修
報
告

審
議
結
果

お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
決
算
を

議
会
が

チ
ェ
ッ
ク
！

　

９
月
定
例
会
で
は
、
予
算
決
算

常
任
委
員
会
で
令
和
４
年
度
の

「
決
算
審
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の「
決
算
審
査
」は
、前
年
度

の
予
算
が
目
的
に
そ
っ
て
適
切
に

使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査

し
、
今
後
の
予
算
や
事
務
執
行
に

つ
な
げ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

認定
令和４年度

決 算

委員会での主な質疑

地域振興基金が

「何でもありの基金」になっていないか？
　市民の連帯の強化、均衡ある地域振興を図るために設置された

地域振興基金が過去最高となる約 52 億円となりました。

例えば橋りょうの長寿命化など、
これまでやってきた一般事業の計

画がそのまま過疎計画に移行されたよう
に感じており、過疎の計画の趣旨に沿っ
ていない。過疎解決のための計画に見直
すべきではないか。

過疎地域における課題や地域の意
見等を参考に、過疎法が定める目

的に沿った事業を計画に記載していま
す。新たな課題や事業で調整のついたも
のなどは適宜追加していきます。

答

問 現行の計画では、過疎対策のビ
ジョンが見えてこない。行政とし

て過疎対策にどう取り組もうとしている
のか。

計画に記載のある事業について
は、短期間での策定により、地域

住民の意見が十分に反映できていないと
ころもありますが、新たな課題や必要な
事業があれば計画に反映していきます。

答

問

過疎地域持続的発展計画で

青垣 ・山南地域の過疎対策が
　　　　　　　　　　　　　　　本当にできるの ?
　過疎地域において事業を実施し、その財源として過疎対策事業債を活用するため、

ワークショップを開催し、地域の声などを踏まえて過疎計画を策定しました。地域で

開催されたワークショップの声が反映されているか、ビジョンを立てて推進し、過疎

対策のための効果的な事業実施に繋がったのかについて質疑がありました。

　過疎対策事業については、将来にわたり過疎地域の課題解決や持続的発展に資する
事業を広く対象とするものであるので、時限立法の「過疎地域の持続的発展の支援に
関する特別措置法」の趣旨に沿った市のビジョンを示し、市民の願いに応えられるよ
う必要に応じて計画を見直すなど、ＰＤＣＡサイクルを十分に活用した効果的な事業
実施に努められたい。また、適時、事業の進捗状況を議会に示し、報告されたい。

これまでの監査意見報告書にも
同様の指摘があり、職員の資質

向上に努力しているのは理解している
が、組織力の向上についてはどのよう
に考えているのか。

昨年９月の予算決算常任委員会
でも同様の指摘を受け、従前の

取組が対処療法的な取組であったこと
を改め、そもそものミスの原因をなく
す根治療法に取り組み始めている旨の
答弁をいたしました。現状では本

もと

を正
ただ

す、正し切るというところまでは辿り
着いておらず、目に見える効果がまだ
出ていないかもしれませんが、適正な
事務執行に向けた小さな変化は起きて
きているという認識を持っています。

問

答

　監査委員から、重大な問題に発展しかねない不適切な事務処理が一向に減少しない現状

が指摘され、「個々の職員の能力向上のみを解決策とすることなく、組織力の強化に注力し、

適正な事務執行に努められたい」と改善が促されました。

不適切な事務処理が一向に減っていない。

組織力向上のための対応はとれているのか？

人間だからミスもする。だからそ
もそもミスが起きないようなプ

ロセスに業務を改善できないか。それ
にあたって、外部の目線を入れること
を考えてはどうか。

以前の不正や不祥事の検証によ
り「しない自分」「できない仕組

み」「させない職場風土」この３つのど
れかが機能していれば起こらないと考
えています。ミスが起きない仕組みづ
くりは、それぞれの部署の実態に応じ
て取り組んでいるところです。
　また、外部評価は行政改革の評価な
どでは実施していますが、事務ミス改
善においては取り入れていません。今
後の取組の参考とさせていただきます。

問

答

審査意見を

　　付しました。

９
月
定
例
会
の
メ
イ
ン
は

「
決
算
審
査
」
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決
算

の
視

点 予算審査報告に付した意見は
　　　　   決算に反映されたか？

　令和 4 年度の決算審査にあたり、当初予算審査時に議会から報告した主な意
見を受けて当局がどのように対応したか補足説明を受けました。その内容につ
いて、予算決算常任委員会において集中審議しました。

ニーズ調査は行ったか。

ニーズ調査を実施した上で制度設計
すべきでした。後追いで、交付者を

対象にしたアンケートを実施しました。
答
問

【意見】ターゲットとなる年齢層のニー
ズ調査を実施し、対象者の拡充や条件
の緩和を検討されたい。

若者定住奨励金市島複合施設整備

調査結果を受けた対応はどうか。

30 歳未満という年齢条件を緩和す
ることを検討しています。正規雇用

者という条件を変える予定はありません。
答
問

部署間の連携の状況は。

教育委員会、道路管理者、警察等に
よる連絡協議会を年 4 回開き、合同

調査と情報共有を行っています。
答
問

【意見】教育方針に基づく安全対策を強
化・実施するため、部署間の連携を取り、
確実かつ早急に事務執行されたい。

通学路の安全対策

最終責任者はどこか。計画的な整備
の進捗は図れないか。

教育委員会が部署間の連携を図って
います。合同調査で判明した箇所は

計画的に整備しますが、長期計画には向か
ず、他は都度の対応です。

答
問

体制の確立は順調か。

新体制についての国の承認がおりた
ことから、それまで担っていただ

いていた組織の解散覚書を締結。その後、
令和４年７月から新体制で処理業務を開
始し、議会に報告しました。

答
問

鹿肉処理サイクルの円滑化

今後の課題は。

施設は順調です。捕獲頭数増への対
応などが今後の課題と考えます。答

問

体育館、支所、多目的スペースとあ
り、どこが支所か混乱しないか。

青垣住民センターと同じように、分
かりやすい配置となるよう設計を進

めています。
答
問

外から見て支所と分かるのか。体育
館だけが目立たないか。

外からでも支所であることが分かり
やすいように配慮します。答

問

【意見】整備にあたって、まちづくりビ
ジョンのイメージに沿った、住民が利
用しやすい施設とされたい。

【意見】鹿の捕獲、加工、販売、処分の
サイクルが市内で円滑に進む体制を早
急に確立されたい。

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
ど
も

ま
ん
な
か
会
議

市
民
と
の

意
見
交
換
会

令
和
４
年
度

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
研
修
報
告

審
議
結
果

お
知
ら
せ

９月定例会

論点！
ココがギロンの

　補正予算として庁舎整備事業基金への１億円の積み立てが提案されました（積み立て後の
基金合計約 23 億円）。庁舎建設凍結との市長公約からの政策変更なのか議論になりました。

庁舎整備事業基金への積み立ては
　　　　　　　　    政策変更か？

基金積み立ては議会から昨年度決算
審査で意見していたことで評価す

る。政策を変更したのか。

公約である庁舎建設凍結の方針は変
更していません。市長任期中は議論

を含めて凍結しており、建設しないとも
決めていません。従って任期後は、あら
ためて新庁舎建設あるいは増築やそれに
伴う大改修が必要になるかも知れません。
そうした場合に将来世代に負担がかから
ないよう、議会からの提案を受けて、令
和４年度決算剰余金を活用して積み立て
を行うものです。

答

問 この基金を取り崩して、本庁や分庁
舎の大改修に使うことは考えていな

いか。

考えていません。基金設置の際、（本
庁・分庁の）機能集約をした庁舎の

整備に使うとしています。従って、機能
集約を伴わない改修に基金を充当するこ
とはできません。なお、令和３年２月の
議員総会で説明した際は、この基金が使
えるのは新庁舎建設に限ると受け取れる
説明をしていました。実際は、それに伴
う改修にも充当可能という設置当初から
の見解を維持しています。

答

問

　庁舎整備（庁舎機能の集約）のために必要になる経費の財源に充てるため、平成
24 年度から設置された基金。庁舎整備費用を 60 億円と見込み、本庁舎の耐用年数
50 年を迎える令和 10 年までを目安に、整備費用の半額 30 億円を積み立てる計画。

 「庁舎整備事業基金」って何？

～ 

庁
舎
整
備
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯 

～

平
成
15
年
８
月

  

氷
上
郡
合
併
協
議
会
で
新
庁
舎
建
設

  

は
新
市
の
課
題
と
す
る
こ
と
を
合
意
。

平
成
21
年
12
月

  

市
民
の
代
表
に
よ
る
庁
舎
検
討
委
員

  

会
か
ら
「
市
庁
舎
の
あ
り
方
に
関
す

  

る
提
言
」
を
市
に
提
出
。

平
成
23
年
６
月

  

市
議
会
庁
舎
統
合
に
係
る
調
査
特
別

  

委
員
会
に
よ
る
調
査
報
告
。

平
成
23
年
８
月

  

庁
舎
整
理
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

  

ム
が
「
丹
波
市
庁
舎
等
整
理
統
合
基

  

本
計
画
」
を
ま
と
め
る
。

平
成
24
年
３
月

  

庁
舎
整
備
事
業
基
金
条
例
を
制
定

  

し
、
平
成
24
年
度
か
ら
積
立
開
始
。

平
成
29
年
11
月

  

新
庁
舎
整
備
構
想
に
関
す
る
タ
ウ
ン

  

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
。
庁
舎
用
地

  

と
し
て
６
つ
の
候
補
地
を
示
す
。

令
和
元
年
８
月

  

未
来
都
市
創
造
審
議
会
で
未
来
の
丹

  

波
市
の
都
市
構
造
の
あ
り
方
を
答
申
。

令
和
元
年
11
月

  

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
。

  

中
心
部
に
お
け
る
行
政
機
能
（
統
合

  

庁
舎
の
必
要
性
）
を
示
す
。

令
和
２
年
６
月
～

  

未
来
創
造
推
進
本
部
で
統
合
庁
舎
に

  

求
め
る
機
能
の
検
討
を
開
始
。

令
和
２
年
９
月

  

令
和
11
年
度
の
統
合
庁
舎
使
用
開
始

  

を
目
標
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
市

  

議
会
に
示
す
。

令
和
３
年
２
月

  

新
庁
舎
建
設
の
凍
結
に
つ
い
て
新
市

  

長
の
方
針
を
議
会
に
説
明
。

　
① 

任
期
中
に
新
庁
舎
建
設
は
進
め

　
　

 

な
い
。

　
② 

本
庁
舎
及
び
春
日
庁
舎
の
大
規

　
　

 

模
改
修
工
事
を
実
施
す
る
。

　
③ 

任
期
中
は
庁
舎
整
備
事
業
基
金

　
　

 

の
積
み
増
し
は
し
な
い
。

令
和
４
年
９
月

  

令
和
３
年
度
決
算
審
査
意
見
書
に
お

  

い
て
、
議
会
か
ら
「
将
来
に
お
け
る

  

財
政
負
担
を
考
慮
し
た
基
金
運
用

  

を
検
討
さ
れ
た
い
」
と
意
見
。

令
和
５
年
９
月

  

市
当
局
か
ら
提
案
さ
れ
た
庁
舎
整
備

  

事
業
基
金
へ
の
積
み
増
し
を
行
う

  

補
正
予
算
を
賛
成
全
員
で
原
案
の

  

と
お
り
可
決
。（
今
回
の
議
案
）
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

山
名
隆
衛

渡
辺
秀
幸

太
田
喜
一
郎

太
田
一
誠

吉
積 

毅

藤
原 

悟

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

谷
水
雄
一

前
川
進
介

足
立
嘉
正

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

渡
わたなべ

辺　秀
ひでゆき

幸  議員

�

学
校
給
食
等
へ
の
有

機
農
産
物
導
入
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
市
内
産
有
機

米
を
使
用
し
た
米
飯

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

有
機
農
産
物
の
安
定
供
給

と
コ
ス
ト
や
現
状
の
給
食

費
を
維
持
す
る
観
点
か
ら

も
課
題
等
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
有
機
米
を
中
心
に
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
の
学
校
の
さ
ら
な

る
拡
充
（
移
転
も
含

め
）
は
考
え
て
い
る
か
。

開
校
か
ら
５
年
目
で

計
83
名
の
受
講
で
す
。

優
秀
な
講
師
陣
の
下
、
環

境
制
御
機
能
を
備
え
た
栽

培
ハ
ウ
ス
も
設
置
し
、
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
も
取
得
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
現
時
点

で
は
規
模
拡
充
、
移
転
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

有
機
農
業
普
及
拡
大

の
可
能
性
は
ど
う
か
。

有
機
農
業
実
施
計
画

の
中
で
、
取
組
面
積

や
農
業
者
数
な
ど
目
標
を

設
定
し
、
又
既
存
の
施
策

に
加
え
共
同
流
通
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
新
し

い
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

販
路
の
開
拓
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

有
機
農
産
物
の
生
産

者
と
実
需
者
を
直
接

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
注
文

に
応
じ
、
生
産
者
は
指
定

の
集
荷
場
に
農
産
物
を
持

ち
込
み
、
流
通
事
業
者
が

実
需
者
へ
届
け
る
「
共
同

流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

の
実
証
試
験
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

答 問

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
、
そ
の
効
果
展
望
は

大
切
な
地
域
資
源
を
守
り

未
来
に
繋
い
で
い
く
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

企
業
誘
致
に
努
め
て

い
る
が
市
長
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
も
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

私
が
動
く
と
何
で
そ

の
企
業
や
と
言
わ
れ

る
の
で
で
き
ま
せ
ん
。

市
島
と
氷
上
を
結
ぶ

道
路
整
備
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
内
を
周
遊
で
き
る

こ
と
か
ら
重
要
な
路

線
と
位
置
付
け
て
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
で
す
。

新
郷
区
の
県
道
の
冠

水
対
策
は
ど
う
か
。

山
林
か
ら
の
土
砂
や

流
木
を
山
際
で
貯
留

す
る
た
め
の
対
策
と
し

て
、
丹
波
市
単
独
山
林
出

水
対
策
事
業
補
助
金
の
活

用
を
地
元
自
治
会
に
案
内

し
て
い
ま
す
。

今
回
の
補
正
予
算

で
、
庁
舎
整
備
事
業

基
金
に
１
億
円
の
積
立
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。
市
長

任
期
中
の
積
立
は
し
な
い

と
言
っ
て
い
た
が
考
え
が

変
わ
っ
た
の
か
。

決
算
で
剰
余
金
が
出

た
こ
と
と
議
会
か
ら

も
積
み
立
て
る
よ
う
に
意

見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を

鑑
み
て
積
み
立
て
ま
す
。

柏
原
駅
周
辺
整
備
の

進
捗
状
況
は
。

「
柏
原
交
流
ゾ
ー
ン

整
備
基
本
構
想
」
を

具
体
化
す
る
基
本
計
画
の

策
定
を
県
が
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
結
論
を
踏
ま
え

柏
原
赤
十
字
病
院
跡
地
及

び
旧
柏
原
支
所
庁
舎
の
利

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

答 問

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

今
年
度
は
地
元
で
活

用
を
検
討
さ
れ
て
お

り
、
市
と
し
て
は
過
疎
法

の
主
旨
に
つ
い
て
は
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
普
通
財

産
と
な
っ
た
旧
小
学
校
施

設
は
事
業
者
へ
の
貸
付
を

前
提
と
し
た
活
用
を
考
え

て
お
り
、
過
疎
計
画
に
掲

載
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

道
路
整
備
計
画
に
つ

い
て
、
国
県
と
市
の

取
組
連
携
で
氷
上
イ
ン

タ
ー
か
ら
丹
波
医
療
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
３
車
線
化
を

呼
び
掛
け
ら
れ
な
い
か
。

稲
継
交
差
点
付
近
の

右
折
だ
ま
り
の
改
善

な
ど
に
つ
い
て
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
県
に
意
見
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

丹
波
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
お

い
て
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

更
新
費
用
が
隠
れ
た
財
政

負
担
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更

新
費
用
の
う
ち
、
主

に
下
水
道
管
路
の
更
新
費

用
が
財
政
的
な
課
題
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、

更
新
費
用
の
平
準
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施

設
等
管
理
計
画
だ
け
で
な

く
、
各
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

更
新
計
画
に
つ
い
て
も
、

市
民
に
分
か
り
や
す
い
周

知
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

先
駆
的
に
統
廃
合
し

た
遠
阪
小
学
校
利
活

用
の
過
疎
法
利
用
の
市
の

考
え
は
。

答 問問

問

�

統
合
庁
舎
建
設
の
議
論
を
し

て
い
っ
て
は
ど
う
か

�
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
財
政
負

担
が
隠
れ
た
課
題
で
は

答

答

問 ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由
質問する内容は、議
案とは関係なく議員
が自由に決め、「通告
書」に書いて締切日
までに提出します。

制限時間は 60 分
一人あたりの制限
時間は、市からの
答弁も含め 60 分
です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前に
ホームページに掲載。
また、傍聴者には、
質問要旨をお渡しし
ています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接

求めることができる重要な機会です。私たちの生活に関わることについて質

問や提言を行いました。

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

今回は

16 人の一般質問が

行われました！

�

通
学
区
域
外
就
学
の
周
知

10
月
ま
で
に
申
請
す

れ
ば
通
学
指
定
校
よ

り
近
い
距
離
に
あ
る
学
校

に
通
学
が
可
と
な
っ
た
。

対
象
児
童
・
生
徒
は
全
小

中
学
校
で
２
０
０
人
を
超

え
る
。
周
知
を
も
っ
と
わ

か
り
や
す
く
す
べ
き
だ
。

８
月
14
日
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
22

日
に
認
定
こ
ど
も
園
等
、

25
日
に
各
小
中
学
校
か
ら

周
知
し
ま
し
た
。

高
齢
化
対
策
に
公
助
を

自
治
会
の
環
境
美
化

活
動
が
厳
し
い
。
公

助
の
取
組
を
強
化
す
べ
き
。

全
市
的
な
課
題
と
し

て
認
識
し
関
係
部
署

で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

道
路
の
通
行
を
阻
害

す
る
隣
接
山
林
の
支

障
木
等
を
伐
採
す
る
事
業

に
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
市
事
業
を
す
べ
き
だ
。

緊
急
里
山
林
整
備
事

業
の
制
度
を
基
に
、

道
路
事
業
と
し
て
の
制
度

を
令
和
５
年
度
に
策
定
、

自
治
会
に
通
知
し
６
年
度

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
、

土
地
所
有
者
等
の
合
意
形

成
が
図
れ
た
も
の
や
緊
急

度
な
ど
か
ら
優
先
順
位
を

検
討
し
、
事
業
実
施
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答 問

森
林
環
境
譲
与
税
で
道
路

沿
い
の
支
障
木
伐
採
を

令
和
６
年
度
か
ら
自
治
会

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

ま
す
。
仕
様
書
で
の
見
積

り
項
目
に
つ
い
て
は
、
よ

り
ふ
さ
わ
し
い
方
法
が

あ
れ
ば
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
過

疎
地
問
題
に
つ
い
て

Ｇ
Ｓ
が
減
り
続
け
る

現
在
、
地
域
住
民
の

生
活
環
境
の
維
持
及
び
防

災
上
の
観
点
か
ら
の
課
題

を
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ

て
い
る
か
。

仮
に
Ｇ
Ｓ
過
疎
地
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
場
合
は
、
日
々
の
生
活

の
利
便
性
の
低
下
や
強
い

て
は
地
域
の
衰
退
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
災
害
時
に
は
、
兵

庫
県
を
通
じ
て
石
油
連
盟

に
要
請
し
ま
す
。

見
積
り
仕
様
で
の
項

目
を
見
直
し
、
車
検

か
ら
次
の
車
検
ま
で
に
か

か
る
経
費
分
を
含
め
て
の

工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
見

積
参
加
業
者
が
い
な
く
な

る
の
で
は
。

見
積
り
は
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
掲
載

さ
れ
た
市
内
業
者
を
選
択

し
、「
基
本
料
金
」「
保
安

基
準
点
検
検
査
料
」「
検

査
代
行
手
数
料
」
の
合
計

金
額
に
よ
る
こ
と
で
競
争

性
及
び
経
済
性
を
担
保
し

て
お
り
ま
す
。

　
車
検
と
車
検
の
間
の
修

繕
費
が
か
さ
ん
で
い
な
い

か
は
確
認
い
た
し
ま
す

が
、
検
査
に
は
合
格
し
て

お
り
、
業
務
は
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

問

答

問答

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

�

過
度
の
安
価
な
見
積
り
で

安
全
担
保
さ
れ
た
車
検
か

適
正
に
見
積
り
を
徴
し
た

競
争
の
結
果
と
し
て
適
正

な
検
査
が
行
え
ま
す
。

■ 一般質問

答

答 問

各
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
個
別

計
画
に
準
じ
て
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

整
備
の
議
論
や
建
設
を
凍

結
し
た
も
の
で
考
え
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

答

問

答

道路を覆う枝葉

問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

問答問 答

問答問答

問答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

山
名
隆
衛

渡
辺
秀
幸

太
田
喜
一
郎

太
田
一
誠

吉
積 

毅

藤
原 

悟

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

谷
水
雄
一

前
川
進
介

足
立
嘉
正

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

■ 一般質問

聞
き
、
対
応
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
事
業
の
捉
え
方
と
進

捗
状
況
は
。

属
性
を
問
わ
ず
、
包

括
的
に
支
援
で
き
る

体
制
や
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
既
存

の
相
談
窓
口
や
支
援
に
関

す
る
取
組
な
ど
を
活
か
し

な
が
ら
地
域
住
民
の
「
複

雑
・
複
合
化
」
し
た
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

の
事
業
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
度
実
施
に

向
け
、
今
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
会
議
を
設
置

し
、
実
態
の
把
握
や
課
題

の
整
理
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

防
災
会
議
、
防
災
・

危
機
管
理
担
当
部
局

に
お
け
る
女
性
構
成
員
の

割
合
と
避
難
所
運
営
で
の

女
性
視
点
の
取
組
は
。

丹
波
市
防
災
会
議
は

25
名
中
女
性
委
員
は

２
名
。
危
機
管
理
部
局
に

は
本
年
度
は
配
置
な
し
で

す
。
防
災
・
減
災
の
推
進

で
は
女
性
の
視
点
が
必
要

不
可
欠
で
す
の
で
、
女
性

職
員
の
配
置
は
必
要
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
に
特
化
し
た
避
難

所
用
品
に
つ
い
て
は
、
防

災
会
の
女
性
会
員
、
女
性

消
防
団
員
、
女
性
職
員
の

声
を
参
考
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
は
女
性
職
員

を
中
心
に
配
置
し
、
女
性

避
難
者
の
声
を
し
っ
か
り

答 問

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

�

今
後
は
、
民
生
委
員
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
訪
問
活
動
や
地
域
支
え

合
い
推
進
活
動
な
ど
を
通

し
て
見
守
り
、
注
意
喚
起

が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

ま
す
。国

の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
小
・
中
学
校

の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

校
舎
の
大
規
模
改
修

な
ど
に
合
わ
せ
て
特

別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を
優
先
し
て
進
め
て
お

り
、
現
時
点
で
の
設
置
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
な
が
ら
、
近
年
の
気
象

状
況
か
ら
見
て
、
将
来
的

に
は
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

暑
さ
か
ら
の
避
難
場

所
と
し
て
冷
房
が
効

い
た
公
共
施
設
や
商
店
を

一
般
開
放
で
き
な
い
か
。

ま
ず
は
、
公
共
施
設

を
暑
熱
避
難
施
設
と

指
定
し
、
開
放
す
る
の
で

あ
れ
ば
公
共
施
設
が
中
心

に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、

必
要
で
あ
れ
ば
民
間
へ
の

協
力
要
請
も
含
め
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
単
身
高
齢
者
世

帯
な
ど
へ
の
予
防
の

呼
び
か
け
が
必
要
で
は
な

い
か
。現

在
、
高
齢
者
が
集

う
場
で
は
予
防
に
つ

い
て
周
知
啓
発
を
行
う
ほ

か
、
市
の
14
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
予
防
の
チ

ラ
シ
の
配
布
を
依
頼
し
て

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問

熱
中
症
対
策
の
強
化
を

谷
たにみず

水　雄
ゆういち

一  議員

�

大
規
模
化
す
る
自
然

災
害
に
対
し
、
専
門

機
関
の
総
合
連
携
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
必
要
な

「
防
災
官
」（
地
域
防
災
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か
。

大
規
模
化
す
る
自
然

災
害
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
を
見
据
え
、
必
要
な

人
材
だ
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
研
究
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
が
主
催
す
る
会
議

等
に
お
け
る
飲
料
提

供
廃
止
を
見
直
し
て
は
ど

う
か
。Ｔ

Ｐ
Ｏ
に
応
じ
、
環

境
に
配
慮
し
た
製
品

で
の
飲
料
提
供
を
行
い
ま

す
。

行
政
事
務
の
効
率

的
、
計
画
的
執
行
の

た
め
の
職
員
国
家
資
格
等

取
得
制
度
の
創
設
は
。

先
行
事
例
を
参
考

に
、
行
政
事
務
の
効

率
化
、
計
画
的
公
共
工
事

の
更
な
る
推
進
と
チ
ェ
ッ

ク
、
予
算
削
減
そ
し
て
職

員
の
自
信
と
や
り
が
い
に

つ
な
が
る
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

答

問

環
境
に
配
慮
し
た
調
達
方

法
を
ど
う
進
め
る
か

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

�

防
災
分
野
に
お
け
る
女
性

の
参
画
を

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

�

多
言
語
相
談
窓
口
設
置
を

国
際
交
流
協
会
と
情

報
共
有
を
進
め
る
た

め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相

談
窓
口
を
作
り
、
多
国
籍

市
民
や
外
国
籍
児
童
生
徒

の
支
援
が
必
要
で
な
い
か
。

個
人
情
報
に
十
分
配

慮
し
、
情
報
共
有
を

進
め
、
効
果
的
に
連
携
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。
相
談
窓
口
は
今

後
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
と
予

想
さ
れ
る
中
、
必
要
性
や

あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
論

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
日
常
会
話
の

手
助
け
に
な
る
自
動
翻
訳

機
は
有
効
で
あ
り
、
個
別

の
状
況
に
応
じ
た
活
用
を

行
い
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

第
３
次
丹
波
市
総
合

計
画
に
お
い
て
多
文

化
共
生
の
施
策
展
開
は
重

要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

進
め
る
考
え
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
の
調
査

を
行
い
体
系
的
に
整
理

し
、
部
局
横
断
的
に
施
策

を
推
進
す
る
た
め
に
「
丹

波
市
多
文
化
共
生
推
進
基

本
方
針
（
仮
称
）」
を
令

和
６
年
度
中
に
策
定
で
き

る
よ
う
取
組
を
始
め
て
ま

い
り
ま
す
。

答 問

多
文
化
共
生
を
推
進
し
て

選
ば
れ
る
ま
ち
へ

多
様
な
価
値
観
や
文
化
を

認
め
合
い
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

藤
ふじわら

原　悟
さとる

  議員

�

気
に
な
る
家
庭
や
子

ど
も
と
関
わ
る
様
々

な
機
会
を
通
じ
て
、
少
し

の
変
化
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃

さ
ず
、
顔
の
見
え
る
関
係

性
を
築
い
た
う
え
で
、
未

然
防
止
と
早
期
発
見
に
努

め
て
い
ま
す
。

い
じ
め
を
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を

現
在
使
用
し
て
い
る

い
じ
め
相
談
ア
プ
リ

や
様
々
な
ツ
ー
ル
を
利
用

し
て
、
い
じ
め
を
相
談
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
。

「
ど
こ
に
も
相
談
で

き
な
い
」
と
い
う
状

況
を
生
み
出
す
こ
と
な

く
、「
何
か
あ
れ
ば
頼
り

に
な
る
ア
プ
リ
」と
し
て
、

今
後
も
効
果
的
な
活
用
の

在
り
方
を
検
証
し
て
い
き

ま
す
。

自
殺
予
防
対
策
の
取

組
状
況
は
。
ま
た
、

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」の

利
用
状
況
は
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研

修
の
実
施
や
市
役
所

内
に
「
自
殺
対
策
庁
内
連

絡
会
」
を
設
置
し
て
部
局

横
断
的
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」
は
年
間
約
一
万
件

の
利
用
で
、
自
殺
の
一
次

予
防
と
し
て
効
果
的
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
に
広

く
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。

児
童
虐
待
の
対
応
強
化
を

家
庭
児
童
相
談
事
業

や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
事
業
に
お
け
る

児
童
虐
待
の
把
握
、
支
援

等
の
対
応
強
化
を
。

答

問

健
康
増
進
事
業
に
お
け
る

自
殺
予
防
対
策
の
状
況
は

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

�

え
ま
す
が
、
様
々
な
要
件

も
あ
り
、
今
後
、
耕
作
者

な
ど
に
制
度
を
理
解
を
し

て
も
ら
う
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

市
営
住
宅（
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
）
の
空
室
が
目

立
っ
て
い
る
が
対
策
は

入
居
率
の
悪
い
山

南
・
青
垣
地
域
の
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
に
効
果

あ
る
補
助
は
出
せ
な
い

か
。

山
南
・
青
垣
地
域
の

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

に
は
若
者
世
帯
へ
の
定
住

補
助
金
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
応
募
が
あ
り
ま

せ
ん
。
周
知
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
具
体
的

施
策
と
し
て
、
以
前
の
よ

う
に
太
陽
光
発
電
に
市
の

補
助
は
出
せ
な
い
か
。

現
時
点
で
太
陽
光
発

電
の
市
の
補
助
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
調
査

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
に
営
農

型
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
を
推
進
し
て
い
け

な
い
か
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と

し
て
な
り
得
る
と
考

答 問

太
陽
光
発
電
に
取
り
組
む

べ
き
で
は
な
い
か
。

問答

問答

問

問

答 答

問 答

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
を
重
点

的
に
、
部
局
横
断
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
時
点
で
太
陽
光
発
電
の

市
の
補
助
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

防
災
・
減
災
の
推
進
に
女

性
の
視
点
は
必
要
不
可
欠

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

更
な
る
予
防
や
注
意
喚
起

で
命
と
健
康
を
守
れ
る
よ

う
に
努
め
ま
す

調
達
方
法
に
応
じ
、
環
境

に
配
慮
し
た
項
目
を
加
え

て
ま
い
り
ま
す
。

グリーン購入とは？

答

問答

問答

■ 一般質問

答 問

丹波市版の多言語
総合案内ガイド発
行を！

（写真：公益社団
法人　兵庫国際協
会発行の多言語相
談センター案内ガ
イド）

問答

営農型ソーラーシェアリング

問答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

奥
村
正
行

山
名
隆
衛

渡
辺
秀
幸

太
田
喜
一
郎

太
田
一
誠

吉
積 

毅

藤
原 

悟

西
脇
秀
隆

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

谷
水
雄
一

前
川
進
介

足
立
嘉
正

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

西
本
嘉
宏

更
な
る
観
光
振
興
、

集
客
を
図
る
た
め
に

丹
波
市
観
光
活
性
化
支
援

補
助
金
の
増
額
並
び
に
補

助
率
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置

に
よ
る
情
報
発
信
の
状

況
、
来
丹
者
の
分
析
結
果

を
観
光
振
興
に
ど
う
活
か

し
て
い
る
の
か
。

補
助
金
の
予
算
や
補

助
率
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
社
会
情
勢
を
見
な

が
ら
、
観
光
協
会
と
協
議

を
行
い
、
適
切
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
は
観
光
拠
点

と
し
て
の
役
割
の
も
と
各

地
域
の
情
報
を
発
信
し
、

■ 一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介  議員

�

の
流
れ
の
理
解
な
き
「
宣

言
」
は
問
題
な
の
で
は
。

今
一
度
し
っ
か
り
認

識
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

11
の
学
校
で
グ
リ
ホ

サ
ー
ト
を
主
成
分
と

す
る
除
草
剤
が
撒
か
れ
て

い
る
。「
宣
言
」
し
た
の

で
あ
れ
ば
行
政
は
こ
の
除

草
剤
を
撒
か
ず
、
市
民
に

対
し
て
は
生
物
多
様
性
の

た
め
に
使
用
を
控
え
る
よ

う
啓
発
す
べ
き
で
は
。

職
員
が
不
勉
強
で
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い

ま
す
。
今
、
議
員
か
ら
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
市
民
へ
の
啓
発
は

多
く
の
人
と
相
談
し
て
決

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
分
野
で
生
物
多

様
性
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

生
物
多
様
性
に
よ
っ

て
、
そ
の
土
地
の
中

で
循
環
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。

違
う
。
生
物
多
様
性

が
失
わ
れ
る
と
、
人

類
の
食
料
が
手
に
入
ら
な

く
な
る
と
懸
念
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
例
え
ば
花
粉

を
媒
介
す
る
虫
が
絶
滅
し

た
ら
、
食
べ
物
の
35
％
が

失
わ
れ
る
と
い
う
試
算
が

あ
る
。
だ
か
ら
生
物
多
様

性
が
大
事
だ
と
い
う
世
界

共
通
の
認
識
の
下
、
緑
の

食
料
シ
ス
テ
ム
法
が
制
定

さ
れ
、
そ
の
枠
組
み
の
中

で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
（
以
下
「
宣
言
」）

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

答 問

生
物
多
様
性
の
重
要
性
を
理

解
し
、
啓
発
す
べ
き

問

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

�

市
内
周
遊
性
を
高
め
て
い

ま
す
。

空
き
家
対
策
人
口
減
少
の

歯
止
め
に
期
待

築
年
数
が
経
過
し
た

住
宅
・
建
築
物
の
改

修
、
撤
去
に
お
い
て
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
調
査
費
や
除

却
費
等
を
市
が
補
助
で
き

る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

兵
庫
県
下
に
お
い
て

調
査
に
係
る
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
市
町

は
７
市
で
、
除
去
に
係
る

費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
市
町
は
５
市
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
他
市
で

の
補
助
実
績
等
を
勘
案
し

な
が
ら
調
査
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

答

答

問

丹
波
市
の
経
済
活
性
化
に

つ
な
が
る
観
光
施
策
を

答

問答

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
を
し
っ
か
り
理
解
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

担
当
部
で
調
査
研
究
し
根

拠
を
持
っ
た
要
望
が
あ
れ

ば
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

問

■ 一般質問

る
に
至
っ
た
経
緯

は
。

丹
波
市
の
市
道

総
延
長
は
１
，

１
０
０
㎞
を
超
え
て

お
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
電
話
通
報
等
で
す

べ
て
を
把
握
す
る
に

は
限
界
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
簡
単
か
つ
正
確

に
道
路
の
損
傷
状
況

を
教
え
て
い
た
だ
け

る
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

高
等
学
校
魅
力
化
推

進
協
議
会
の
立
ち
上

げ
の
経
緯
は
。

氷
上
西
高
等
学
校
で

は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
を

通
じ
、
地
域
、
企
業
、
学

校
が
協
働
し
、
多
様
な

人
々
が
交
流
す
る
場
を
創

出
す
る
こ
と
で
、
高
等
学

校
と
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
た
め
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

市
内
全
高
校
の
魅
力

化
推
進
に
向
け
て
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

柏
原
高
等
学
校
、
氷

上
高
等
学
校
も
学
校

と
協
議
し
魅
力
化
推
進
に

向
け
、
検
討
し
ま
す
。

道
路
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム

市
民
参
加
型
情
報
発

信
ツ
ー
ル
を
採
用
す

答 問

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

�

ら
５
０
０
円
に
引
き
上
げ

を
予
定
し
て
い
る
。
利
用

者
（
障
が
い
者
・
高
齢
者

等
）
の
生
活
実
態
や
物
価

高
騰
の
厳
し
い
状
況
踏
ま

え
３
０
０
円
に
据
え
置
く

べ
き
だ
。

制
度
見
直
し
後
３
年

が
経
過
し
、
当
初
予

定
通
り
、
令
和
６
年
４
月

か
ら
条
例
ど
お
り
１
乗
車

５
０
０
円
と
し
ま
す
。

社
会
的
交
流
に
必
要

な
「
日
曜
日
運
行
」

の
廃
止
は
、
社
会
交
流
を

阻
害
す
る
も
の
で
継
続
さ

れ
る
よ
う
求
め
る
。

現
状
の
課
題
を
踏
ま

え
、
今
後
公
共
交
通

会
議
福
祉
交
通
部
会
等
で

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
協
議
を
進
め
ま
す
。

学
校
給
食
に
有
機
米

１
０
０
％
使
用
を
め

ざ
す
「
実
施
計
画
」
を
つ

く
り
進
め
る
こ
と
は
。

現
時
点
で
は
、
１
０ 

０
％
使
用
の
考
え
は

な
い
が
、
今
年
度
12
月
８

日
を
中
心
に
６
日
間
の
有

機
米
米
飯
提
供
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ

ら
の
日
数
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

「
全
国
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
給
食
協
議
会
」
に

参
加
し
、
全
国
の
取
組
や

交
流
を
進
め
る
こ
と
は
。

現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

福
祉
送
迎
サ
ー
ビ
ス
（
お

で
か
け
サ
ポ
ー
ト
）
の
料

金
据
置
き
を

来
年
４
月
か
ら
利
用

料
金
を
３
０
０
円
か

答

問

学
校
給
食
に
１
０
０
％
有

機
米
の
導
入
計
画
を

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

�

台
風
後
の
森
林
状
況

確
認
な
ど
に
ド
ロ
ー

ン
活
用
は
進
ん
で
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
部
で
ド

ロ
ー
ン
１
台
を
保
管

し
、
各
部
署
に
操
作
を
体

験
し
た
人
材
は
い
ま
す

が
、
具
体
的
な
活
用
手
順

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
し

て
い
ま
せ
ん
。

廃
校
を
「
泊
ま
れ
る

学
校
」と
す
る
な
ど
、

平
時
は
観
光
に
災
害
時
は

避
難
者
受
入
に
備
え
る
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

廃
校
、
や
す
ら
樹
に

つ
い
て
は
民
間
事
業

者
か
ら
の
提
案
を
募
り
ま

し
た
が
、
施
設
の
改
修
費

を
負
担
し
宿
泊
施
設
と
し

て
運
営
す
る
提
案
は
な

く
、
市
も
新
た
に
宿
泊
施

設
と
し
て
投
資
す
る
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

国
道
１
７
５
号
東
播

丹
波
連
絡
道
路
は
避

難
・
支
援
道
路
と
し
て
早

期
整
備
が
必
要
で
は
。

令
和
８
年
春
に
開
通

予
定
の
西
脇
北
バ
イ

パ
ス
以
北
の
早
期
ル
ー
ト

決
定
、
事
業
化
に
向
け
て

切
れ
目
な
く
進
む
よ
う
積

極
的
に
要
望
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
は
神

戸
線
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
と
し
て
重
要
。
恩
恵
を

受
け
る
阪
神
圏
の
自
治
体

と
連
携
し
て
活
動
を
強
化

し
て
は
ど
う
か
。

沿
線
自
治
体
と
連
携

し
て
の
要
望
活
動
は

行
っ
て
い
ま
す
が
、
阪
神

圏
の
自
治
体
へ
の
拡
大
は

今
後
の
課
題
で
す
。

答

問

南
海
ト
ラ
フ
へ
の
備
え
を

前
提
に
積
極
的
施
策
を

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

�

市
内
高
校
魅
力
化
支
援
事

業
の
狙
い
は

問答

問

問

答 答

協
働
団
体

と
の
活
動

を
通
じ
、
ふ
る
さ
と
意
識

の
醸
成
に
つ
な
げ
た
い
。

現
時
点
で
は
困
難
で
す
が
、

有
機
米
米
飯
日
数
の
拡
大

は
進
め
て
い
き
ま
す
。

期
待
に
添
え
な
い
分
野
も

あ
り
ま
す
が
、
個
別
分
野

で
は
努
力
を
続
け
ま
す
。

問

答問

答

問答

問答

道路損傷通報システムは
こちらから

問答

丹
波
市
議
会
・
丹
波
篠
山
市
議
会

　
　
　
議
員
合
同
研
修
会
を
開
催

【
日
時
】
令
和
５
年
８
月
28
日

【
講
師
】
佐
藤　
淳 

先
生

　
　
　
　
（
青
森
大
学 

社
会
学
部 

教
授
）

【
講
義
内
容
】

　
「
対
話
す
る
議
会
・
議
員
」
と

　
　
　

 

議
会
か
ら
の
政
策
サ
イ
ク
ル

　
対
話
を
通
し
て
議
員
同
士
が

「
意
味
付
け
」

を
確
認
し
、

政
策
へ
の
合
意
を
形
成
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
学
び
ま
し
た
。

議
員
も
日
々
、
学
ん
で
い
ま
す
。

議
員
研
修

意味付け：物事を見る立場・角度が違うと捉える意味合いも違ってくること。

協働団体：県立高校、地域、地元企業などが協働で特色のある教育や
　　　　　魅力化に取り組む団体

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ

カイ

　　　セツ
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全員賛成で可決した議案

■ 議案の審議結果

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案
結　

果

賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

須
原
弥
生

藤
原　

悟

小
橋
昭
彦

前
川
進
介

大
西
ひ
ろ
美

山
名
隆
衛

近
藤
憲
生

谷
水
雄
一

広
田
ま
ゆ
み

吉
積　

毅

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

酒
井
浩
二

足
立
嘉
正

垣
内
廣
明

決
算

認
定 後期高齢者医療特別会計

原案
可決

16 2 ○ ○ ○ ○ 退
席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議
長

条
例
改
正

市立学校設置条例
原案
可決

17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議
長

アフタースクール実施
条例

原案
可決

17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議
長

そ
の
他

市立竹田小学校の廃止
原案
可決

18 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

市立前山小学校の廃止
原案
可決

18 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

　※ ○は賛成、●は反対、 は賛成・反対討論を行った議員。

　※ 議長は議事進行を行うため、特別多数議決を除き原則として採決には加わりません。

　　 賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。

　※ 特別多数議決 特  ：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については３分の２以上の賛成を

　　　　　　　　　　  必要とし、議長も採決に加わります。

議　　　案
人
事

案
件

〇 人権擁護委員の候補者の推薦
　 12 名

令
和
４
年
度 

決
算
認
定

〇 一般会計

〇 国民健康保険特別会計事業勘定

〇 国民健康保険特別会計直診勘定

〇 介護保険特別会計保険事業勘定

〇 訪問看護ステーション特別会計

〇 地方卸売市場特別会計

〇 駐車場特別会計

〇 看護専門学校特別会計

〇 水道事業会計

〇 下水道事業会計

令
和
５
年
度 

補
正
予
算

〇 一般会計（第４号）

〇 一般会計（第５号）

〇 国民健康保険特別会計事業勘定（第１号）

〇 国民健康保険特別会計直診勘定（第１号）

〇 介護保険特別会計保険事業勘定（第１号）

〇 訪問看護ステーション特別会計（第１号）

〇 地方卸売市場特別会計（第１号）

〇 駐車場特別会計（第１号）

〇 後期高齢者医療特別会計（第１号）

〇 看護専門学校特別会計（第１号）

〇 水道事業会計（第１号）

〇 下水道事業会計（第１号）

議　　　案

契
約
締
結

〇 北小学校北校舎長寿命化改良工事

〇 情報系パソコン・プリンタ等購入

〇 基幹系システム機器更新に係る端末
　 機器類

そ
の
他

〇 丹波少年自然の家事務組合の解散に
　 係る協議

〇 丹波少年自然の家事務組合の解散に
　 伴う財産処分に係る協議

〇 丹波少年自然の家事務組合規約の
　 変更に係る協議

９月定例会

◀ 審議結果はこちら

特

特

議
案
の
審
議
結
果
可決

全員賛成で

ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
ど
も

ま
ん
な
か
会
議

市
民
と
の

意
見
交
換
会

令
和
４
年
度

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
員
研
修
報
告

審
議
結
果

お
知
ら
せ

12 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！
   議会をもっと身近に

10 月 24 日（火）

午後８時 30 分～

※再放送は

10 月 28 日（土）

午後３時 30 分～

放送日

日 月 火 水 木 金 土
11/26 27 28 29 30 12/ 1

本会議
議案提案
9：30 ～

２

３ ４ ５ ６
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

７
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

８
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

９

10 11 12 13
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

14 15 16

17 18
総務文教
常任委員会
９：30 ～

19
民生産建
常任委員会
９：30 ～

20
予算決算
常任委員会
９：30 ～

21
常任委員会
予備日 PM

22
常任委員会
予備日 PM

23

24 25
本会議
議案採決
９：30 ～

26 27 28 29 30

パソコン・スマホ
 本会議や委員会の視聴は

パソコン・スマホ  が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委員

会の様子をインターネットで

動画配信しています。

　録画映像も公開しておりま

すので、見逃した方もパソコ

ン・スマートフォンでご覧に

なれます。

（録画映像は会議終了後、

 １週間程度で公開）

広報広聴委員会

　大刀洗町議会広報誌は８年連続で全
国町村議長会広報コンクール 10 位以内
に入賞している。町民の顔が見える誌面
づくりに工夫と配慮が見られ、その内容
を視察した。

委員会行政視察報告

８月２日～３日

町民が登場する
議会広報誌の作り方

（福岡県大
た ち あ ら い

刀洗町）

広聴活動：出張版意
見交換会のノウハウ

（福岡県糸島市）

　糸島市議会では市民団体からの要請を
受け、議員が出向く形式で意見交換会を
実施している（令和２年度～）。運営面
の工夫と課題について意見交換した。

こどもの権利に関する理念条例調査研究特別委員会 ７月６日～７日

議員提案によって
子どもの権利条例を
制定した先進地

（埼玉県北本市）

※ ４・５ページも参照ください。

　議員提案によって条例制定したことに
よるメリット、デメリットを調査し、当
委員会の進め方の参考にした。

子どもの権利を体感
できる「居場所」

（神奈川県川崎市
　　子ども夢パーク）

　条例に基づいて設置された「居場所」
を視察し、子どもの権利が守られている
実態を調査・研究した。
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※ 個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

「丹波沼
ぬぬぎ

貫よさこいチーム　一
いっしんかん

心貫」の皆さん

市島町子育て学習センターわかば教室を卒業した母親の有志で結成し、今年で26年を迎えました。

ココ丹波市丹波市とと
をを期待期待していますしています！！

市議会市議会にに

人形劇グループ「くれよん」の皆さん

   掲載団体募集中！（市内の非営利活動団体に限る）

　広報広聴委員会ではこのコーナーに参加いただける団体を募集しています。

　ご希望される団体の方は下記までご連絡ください。

市内のいろいろな施設で人形劇や大型絵本の

公演をさせていただいています。

市内のい
ろんな

団体が今
以上に

活動しや
すくな

るような
取組を

期待して
います。

踊りを通じて丹波市や地元のＰＲにも努めています。情報発信などをサポートしてもらえる仕組みがあればうれしいです。

練習会場の
使用料が
安くなると
うれしい。

一緒に楽
しく

活動し
てくだ

さる

方を募集
中。

みんなが笑顔になれるイベントがもっとあれば

いいなと思います。私たちも全力で盛り上げます！

　

今
年
は
、
例
年
に
な
く
暑

い
天
候
が
続
き
ま
し
た
。
私

た
ち
議
員
も
九
月
定
例
会

に
お
い
て
熱
い
議
論
を
交

わ
し
、審
議
を
終
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
を
と
お
し
て
市

内
の
高
校
生
や
大
学
生
達

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ツ
ー

ル
に
よ
る
熱
い
意
見
交
換

や
情
報
交
換
を
行
う
な
ど

対
話
す
る
議
会
活
動
に
鋭

意
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

少
数
の
市
民
の
声
を
聴

き
、
市
政
に
反
映
す
べ
く
議

員
が
皆
様
の
地
域
に
出
向

く
井
戸
端
ス
タ
イ
ル
の
意

見
交
換
会
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

［
発
行
責
任
者
］

議　

長　
　
　
　

垣
内　

廣
明

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長　
　
　

山
名　

隆
衛

副
委
員
長　
　
　

前
川　

進
介

委　
　

員　
　
　

小
川　

庄
策

委　
　

員　
　
　

須
原　

弥
生

委　
　

員　
　
　

小
橋　

昭
彦

委　
　

員　
　
　

酒
井　

浩
二

委　
　

員　
　
　

足
立　

嘉
正
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